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 　　　　　　ネパール学校保健・栄養改善プロジェクト 評価グリッド（和文）

実績の確認 .

1

1.1対象郡において中・重度の低体重（年齢相応の体重）を
もつ学齢児童（5歳～10歳）の割合が29.7％（2008年）から
26.7％（2015年）に減少する

・中・重度の低体重（年齢相応の体重）学齢児童
の割合
・C/Pと専門家の上位目標達成見込みに関する
見解

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

2
1.2 対象郡において学齢児童の出席率が72.7％（2008年）
から79.7％（2015年）に増加する

・学齢児童の出席率
・C/Pと専門家の上位目標（中期目標）達成見込
みに関する見解

・プロジェクト報告書
・Flash Report
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

3

1. 国家学校保健・栄養アドバイザリー委員会（NSHNAC）に
よって、実践的な学校保健モデルが承認される

・「実践的な学校保健モデル」の定義
・上記モデルの国家学校保健・栄養アドバイザ
リー委員会による承認プロセスと現況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

4

2. 保健人口省と教育省によって、学校保健サービスミニマ
ムパッケージのガイドラインとマニュアルが承認される

・学校保健サービスミニマムパッケージのガイドラ
インの両省による承認プロセスと現況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

5

3. 学校保健活動のモニタリング・スーパービジョン・シート
が、モニタリング・スーパービジョンガイドラインに基づき保
健人口省と教育省に集計される

・学校保健活動のモニタリング・スーパービジョン
シートの利用状況と集計状況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

6

4. 学校保健関連データ（身体測定、駆虫薬の投与）が身体
測定ガイドライン及び寄生虫対策プログラムガイドラインに
基づき保健人口省と教育省に集計される

・身体測定、駆虫薬の投与に関するデーターの集
計状況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

7

5. 学齢児童の寄生虫罹患率が25.1％（2008年）から15.1％
（2012年）に減少する

・学齢児童の寄生虫罹患率
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

8

6.  各対象校において、子どもクラブによる学校保健活動が
低年1回実施される

・子どもクラブによる学校保健活動の実施状況
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

実績を確認するための指標

実績
（プロ目）

調査方法情報源必要な情報・データ

【プロジェクト目標】「対象郡において学
齢児童による学校保健サービスの利
用が増加する」と「保健人口省と教育
省において『国家学校保健・栄養戦
略』の実施体制が強化される」の達成
度

実績と目標
達成の見込
み（上位目

標）

【上位目標 】「対象郡において学齢児
童の健康と栄養状態が改善する」の達
成度と達成見込み

評価項目 プロジェクトの要約
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 　　　　　　ネパール学校保健・栄養改善プロジェクト 評価グリッド（和文）

9

1.1　学校保健サービスミニマムパッケージのためのガイド
ラインとマニュアルが開発される

・開発されたガイドライン、マニュアル
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

10

1.2 学校保健サービスミニマムパッケージの研修への総参
加者が0名から7,500名以上になる

・学校保健サービスミニマムパッケージ研修参加
者数

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

11

1.3 身体測定を年1回実施し、適切に記録する学校が0％か
ら70.0％に増加する

・身体測定実施校数と記録を適切に保持している
学校の割合

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

12

1.4　寄生虫対策プログラムを年2回実施し、適切に記録す
る学校が0％から70.0％に増加する

・年2回の寄生虫対策プログラムの実施校数と記
録を適切に保持している学校の割合

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

13

1.5 ファーストエイドキットボックスを備え、適切に記録する
学校が0％から60.0％に増加する

・救急箱の保持、記録を適切に保持している学校
の割合

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

14

2.1対象校において、清潔な爪を有する学齢児童の割合が
49.8％から70.0％に増加する

・清潔な爪をもつ対象校学齢児童の割合
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

15

2.2 学校清掃（トイレを保有する学校でのトイレ清掃）を毎日
行う学校の割合が33.3％から50.0％に増加する

・トイレを保有する学校でのトイレ清掃を毎日行う
学校の割合

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

16

2.3 対象校において、学齢児童の寄生虫に関する知識が
11.0％から60.0％に増加する

・寄生虫に関する知識がある対象校学齢児童の
割合

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

17

2.4 学校チェックリストの記録を管理する学校の割合が0％
から60.0％に増加する ・学校チェックリストの記録を管理する学校の割合

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

18

2.5 各対象校において子どもクラブが存在する ・対象校の子どもクラブの設立状況
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

【成果1】「対象校において、学校保健
サービスミニマムパッケージの提供が
改善される」の達成度

【成果2】「学校保健活動を通じて、対象
校における学齢児童の保健に関する
知識が向上し、態度や習慣が改善され
る」の達成度

実績
（成果）
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19

3.1 教員、児童、保健スタッフ、地域住民と学校保健・栄養
委員会の共同により、ヘルス・プロモーション・キャンペーン
が 低年1回、実施される

・ヘルス・プロモーション・キャンペーンの実施状
況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

20

3.2 リソース・パーソンによる学校保健のモニタリング・スー
パービジョンを 低年3回受ける学校の割合が0％から
60.0％に増加する

・リソースパーソンによる学校保健モニタリング・
スーパービジョンの実施状況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校
・郡教育事務所リソース
パーソン

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

21

3.3 定期会合を 低年4回開催する学校保健・栄養委員会
の割合が0％から60.0％に増加する

・学校保健・栄養委員会の定期会合開催状況
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

22

3.4 郡学校保健・栄養調整委員会（DSHNCC）が 低年4
回、定期会合を開催する

・郡学校保健・栄養調整委員会の定期会合開催
状況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・郡開発官

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

23

3.5 学校保健コンポーネントを学校改善計画（School
Improvement Plan：SIP）に取り入れる学校の割合が0％か
ら60.0％に増加する

・学校保健コンポーネントを学校改善計画に取り
入れた学校の割合

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象校

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー
・対象校視察

24

3.6 学校保健関連データ（身体測定、駆虫薬の投与）が身
体測定ガイドライン及び寄生虫対策プログラムガイドライン
に基づき、郡保健事務所と郡教育事務所で集計される

・身体測定、駆虫薬の投与データの郡レベルでの
集計状況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

25

4.1 レビューされた「国家学校保健・栄養戦略」とガイドライ
ンが国家学校保健・栄養アドバイザリー委員会（NSHNAC）
に承認される

・レビューされた「国家学校保健・栄養戦略」とガイ
ドラインの国家学校保健・栄養アドバイザリー委
員会による承認プロセスと現況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・ドナー関係者

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

26

4.2 中央省庁において、他郡への当該モデル普及のための
アクションプランが開発される

・モデル普及のためのアクションプラン
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・ドナー関係者

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

実績
（ネパール側

投入）

実
績
（
ネ
パ
ー

実績
（ネパール側投入）

投入内容と可能な限り金額で示す（R/D記載内容との比
較）

・C/P配置表（異動者の確認含む）
・運営経費（手当等も含む）
・提供執務室、施設

・プロジェクト報告書
・日本人専門家

・報告書のレビュー
・関係者へのインタビュー

実績
（日本側
投入）

28
・専門家の数・専門分野
・供与資機材（リストと供与額）
・受入れ研修員の数
・運営経費等

投入内容と可能な限り金額で示す（R/D記載内容との比
較）

・専門家の数・専門分野（人月数）
・供与資機材（リストと供与額）
・受入れ研修員の数（研修員の所属別に）人月数
・運営経費等

・プロジェクト報告書
・日本人専門家

・報告書のレビュー
・関係者へのインタビュー

【成果3】「対象郡において、学校保健
活動が関係機関、委員会、その他の
関係者によって体系的かつ協力的に
実施・管理される」の達成度

【成果4】「プロジェクトの経験に基づき
実践的なモデルが開発され、『国家学
校保健・栄養戦略』に沿った当該モデ
ルの普及計画が中央レベルで策定さ
れる」の達成度

実績
（成果）
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実施プロセスの把握

1

・プロジェクト全体の実施状況
・運営面、技術面の促進要因と阻害要
因

・プロジェクトの運営、技術移転は円滑になされてきたか
・円滑になされてきた要因は何か、なされていないとすれば
原因は何か

・プロジェクトマネジメント体制（内部要因）
・PDMとの乖離
・外部条件の変化、その他プロジェクトを取り巻く
外部要因

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

2

・活動の進捗状況
・活動の促進要因と阻害要因
・活動実施に係る問題点

・各成果の活動は順調に進んでいるか
・活動を促進している要因と阻害している要因は何か
・十分に実施されていない活動はあるか、あるとしたらその
原因は何か

・POとの乖離
・投入や外部条件の変化
・その他の内部的な促進・阻害要因と対処法
・活動修正の際のプロセスや文書記録

・プロジェクト報告書・ミニッ
ツ
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・関係者へのインタビュー

3

・外部条件の変化とその対応

・外部条件に関して変化はあったか、変化があった場合、誰
がどのように対応したか
・外部条件に記載していない外部要因による変化はあった
か、変化があった場合、誰がどのように対応したか

・外部条件の変化と対処策
・記録の有無、記録方法

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・関係者へのインタビュー

4

・前提条件の変化とその対応
・前提条件に対し変化はあったか、変化があった場合、誰
がどのように対応したか

・前提条件に関するプロジェクト関係者の意見
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・関係者へのインタビュー

モニタリング
の実施状況

5

・モニタリングの仕組み

・モニタリング（プロジェクトの進捗状況の確認）はどのよう
に行われていたか（形態・頻度）
・進捗状況確認の結果はどのようにフィードバックされてい
たか
・モニタリング方法の改善の余地はあったか

・モニタリングツール（記録方法等含む）の有無
・モニタリング実施方法、活用・フィードバック方法

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

関係者間の
コミュニケー

ション

6

・コミュニケーションと問題認識の共有
状況

・専門家とC/Pの間で十分なコミュニケーションが図られて
いたか
・専門家とC/Pの間で問題に対する認識は共有されていた
か
・C/P機関同士で十分なコミュニケーションが図られていた
か
・C/P機関同士で問題に対する認識は共有されていたか
・JICAネパール事務所/本部とプロジェクトとの間で十分な
コミュニケーションが図られていたか
・JICAネパール事務所/本部やプロジェクトとの間で問題に
対する認識は共有されていたか

・コミュニケーションツールの有無
・各種会議の頻度や記録方法、記録内容
・JICA本部、JICAネパール事務所、専門家、C/P
等の意見、見解

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・ＪICAネパール事務所/本
部

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問
票
・関係者へのインタビュー

調査方法必要な情報・データ 情報源評価項目 評価設問（大項目） 評価設問（小項目）

プロジェクト
運営、活動の

進捗状況
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技術（技能）
移転の手法

7

・技術（技能）移転の進捗状況

・C/Pに伝えるべき技術（技能）の内容は何で対象は誰か
・移転すべき技術(技能）内容はプロジェクト開始時に比べ
変化してきているか
・的確に技術が移転されているか、技術移転の際、どのよう
な工夫がなされているか

・移転すべき技術（技能）の内容と対象者
・移転すべき技術（技能）の内容の変化の有無
・技術移転の方法

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

相手国実施
機関のオー
ナーシップ

8

・実施機関と責任監督機関のプロジェ
クトに対する主体性の醸成状況

・教育省、保健人口省、郡教育事務所、郡保健事務所、郡
学校保健・栄養調整委員会、学校保健・栄養委員会のプロ
ジェクトに対する認識の度合い
・教育省、保健人口省、郡教育事務所、郡保健事務所、郡
学校保健・栄養調整委員会、学校保健・栄養委員会のプロ
ジェクトへの参加の度合い
・C/Pの配置の適性度
・プロジェクト予算の負担状況（開始後の予算額の推移）

・各種会議の開催頻度、参加者、協議内容
・その他、実施機関の主体性の醸成が確認できる
事例の有無
・C/Pの配置人数、職位
・プロジェクト開始後の予算額の推移

・プロジェクト報告書
・C/P、関係者と日本人専
門家

・報告書のレビュー
・専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

5 
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評価5項目による分析

1

プロジェクトの必要性
協力内容（学校保健サービスの改善、対象校児童の行
動変容促進、学校保健制度の構築）はネパールの学校
保健分野のニーズに合致しているか

・教育省、保健人口省、郡教育事務
所、郡保健事務所、国家計画委員会、
対象2郡の郡開発官、その他開発パー
トナー,のプロジェクトに対する認識、見
解

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象2郡関係者
・学校保健・栄養ネットワー
ク

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

2

プロジェクト目標、上位目標はネパールの暫定3カ年国
家開発計画、国家学校保健・栄養戦略、その他関連政
策との整合性はあるか

・暫定３カ年国家開発計画（2007～
2010年)、(2010～2013年)
・国家学校保健・栄養戦略（2006年)

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・上位の国家開発計画と国
家学校保健・栄養戦略

・関連文書のレビュー
・関係者ヘのインタビュー

3

プロジェクト目標、上位目標は日本の対ネパール援助政
策との整合性はあるか

・対ネパール経済協力方針(2008年）
・対ネパール事業展開計画(2010年)

・外務省ホームページ
・JICAネパール事務所

・関連文書のレビュー

4

プロジェクトがとったアプローチ（対象郡の選定、裨益対
象グループ、ローカルNGOを活用しない等）は現場の
ニーズに即したものか。また国家学校保健・栄養戦略の
政策手段として適切だったか。

・関係者のプロジェクトに対する認識、
見解

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家
・対象2郡関係者
・学校保健・栄養ネットワー
ク

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

5

日本の技術の優位性はあるか
・日本の類似分野での協力実績
・日本の技術に対する関係者の認識

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

6

プロジェクト目標の達成 プロジェクト目標が達成される見込みはあるか ・実績表 ・実績表 ・実績表

7

成果（アウトプット）の貢献
プロジェクト目標の指標の変化は、プロジェクトのそれぞ
れの「成果が達成されつつある変化」によって引き起こさ
れた結果といえるか

・成果の指標の実績
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績

有効性

調査方法必要な情報・データ

プロジェクトの優先度

戦略・アプローチの適切性

評価項目
情報源

妥当性

（プロジェクト
の実施の正当
性、必要性を

問う）

評価設問（大項目） 評価設問（小項目）

1
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8

成果（アウトプット）の貢献
プロジェクト目標の達成のために、PDMには記載されて
いないが相当量の投入・活動を行い成果と呼べるような
ものがあったか、それはPDMに成果として記載すべきか

・活動実施計画(Plan of Operation)と
活動実績の対応表
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

9

外部条件「対象地域の治安が悪化しない」「政治的・経
済的混乱があっても、ネパール政府による『国家学校保
健・栄養戦略』実施のための予算措置と人員配置が保
証される」の影響はあったか

・治安状況
・国家学校保健・栄養戦略実施のため
の予算措置と人員配置の状況

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

10

PDMに記載されていないが影響を与えた外部要因（促
進・阻害要因）があるか

・プロジェクト外部の貢献・阻害要因の
特定と根拠

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

11

・プロジェクト内部の貢献・阻害要因の
特定と根拠

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

12

成果(アウトプット）の達成 4つの成果(アウトプット）は達成されるか ・実績表 ・実績表 ・実績表

13

専門家派遣人数、専門分野、派遣時期は適切だったか
・派遣実績
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

14

供与機材の種類、量、調達・供与時期は適切だったか
・機材実績
・機材利用状況
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

15

研修員の受入人数、分野、研修内容、研修期間、受入
時期は適切だったか

・研修員受入実績
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

16

プロジェクトの予算、日本側のコスト負担は適正規模だっ
たか

・プロジェクトコスト負担実績
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

プロジェクト目標に至るまでの
外部条件の影響

有効性

（プロジェクト
の実施により
ターゲットグ

ループに便益
がもたらされ
ているか、プ

ロジェクト目標
が達成されて
いるか、それ

は成果の結果
によりもたらさ
れているの

か）

効率性

（投入された
資源量に見

合った活動が
実施された

か、プロジェク
トは効率的で
あるといえる

か）

（成果を達成するうえでの）日
本側の投入の質、量、タイミン

グの観点からの効率性

プロジェクトの目標達成に影響を与えた貢献・阻害要因は何か

2
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17

カウンターパートの人数、配置、能力は適切だったか
・C/P配置状況
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

18

土地、建物、施設の規模、質、利便性に問題はなかった
か

・建物・施設の現状
・機材配置
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

19

プロジェクトの予算、ネパール側のコスト負担は適切規
模だったか

・プロジェクトコスト負担実績
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

20

成果（アウトプット）を達成するために十分な活動が計画
され、タイミングよく実施されているか

・活動実施計画(Plan of Operation)と
活動実績の対応表
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

21

成果（アウトプット）の達成のために、PDMには記載され
ていないが成果に貢献した活動があったか、それはPDM
に活動として記載すべきだったか

・活動実施計画(Plan of Operation)と
活動実績の対応表
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

22

成果（アウトプット）の達成のために、これまで実施してい
ないがPDMに新たに追加すべき活動はあるか

・活動実施計画(Plan of Operation)と
活動実績の対応表
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

23

類似プロジェクトとの比較
類似プロジェクトと比較して総投入コストは妥当か（より
効果的にプロジェクトを実施するための代替手段はな
かったか）

・総投入コスト
・類似プロジェクトのアウトプットの種
類、裨益人口など

・類似プロジェクト関連文書 ・関連文書のレビュー

24

活動から成果に至るまでの外
部条件の影響

PDMに外部条件が設定されていないが、影響を与えた
外部要因（促進・阻害要因）があるか

・プロジェクト外部の貢献・阻害要因の
特定と根拠

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

25

・プロジェクト内部の貢献・阻害要因の
特定と根拠

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

（活動を行ううえでの）ネパー
ル側の投入の質、量、タイミン

グの観点からの効率性

活動の貢献

プロジェクトの効率性に影響を与えた貢献・阻害要因は何か

効率性

（投入された
資源量に見

合った活動が
実施された

か、プロジェク
トは効率的で
あるといえる

か）
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26

上位目標達成の見込み
上位目標は、今後プロジェクトの効果として達成される見
込みがあるか

・上位目標の指標の実績
・関係者の意見

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

27

上位目標に至るまでの外部条
件の影響

外部条件「対象地域の治安が悪化しない」「政治的・経
済的混乱があっても、ネパール政府による『国家学校保
健・栄養戦略』実施のための予算措置と人員配置が、保
証される」と、PDMに記載されていない外部要因が上位
目標の達成に影響を及ぼす可能性があるか

・外部条件の特定と影響度予測
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

28

上位目標以外の予期しなかったプラスの効果・影響は
あったか

・そのほかのインパクトの特定と影響
予測

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

29

予期しなかったマイナスの効果・影響はあったか ・負のインパクトの特定と影響予測
・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

30

・プロジェクト内部の貢献・阻害要因の
特定と根拠

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー
・実績表

31

政策・制度
プロジェクトの効果を持続あるいは拡大する取り組みが
教育省あるいは保健人口省で担保されているか

・関係者の意見
・担保されていることを示唆する具体
的な事例

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

32

財政
教育省と保健人口省で予算措置は十分講じられてきた
か、今後の予算確保のための対策は十分か

・関係者の意見
・予算負担の推移

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

33

組織
学校保健栄養プログラムを主流化するための体制やモ
ニタリング体制が今後も整備・維持されるか

・関係者の意見
・整備・維持されることを示唆する具体
的な事例

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

34

技術

専門家から、あるいは研修を通じてC/Pに移転された技
術の定着、強化の仕組みがプロジェクトの協の内容に含
まれているか、教育省と保健人口省は今後もプロジェク
トの成果を活用していくか

・関係者の意見
・活用されることを示唆する具体的な
事例

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

35

・プロジェクト内部、外部の貢献・阻害
要因の特定と根拠

・プロジェクト報告書
・C/Pと日本人専門家

・報告書のレビュー
・C/Pと専門家に対する質問票
・関係者へのインタビュー

自立発展性

（プロジェクト
の効果は協力
終了後も持続
していく見込
みはあるか）

自立発展性に影響を与えている貢献・阻害要因は何か、また今後自立発展性に影響を
与えるであろう貢献・阻害要因は何か

上位目標の達成に影響を与えている貢献・阻害要因は何か、また今後予想される貢献・
阻害要因は何か

インパクト

（プロジェクト
の実施により
長期的・間接
的・波及効果
を生みだしつ
つあるか、あ
るいは見込み

があるか）

波及効果
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